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１　次の方程式について、解である
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の値の組について、下のアからエの中から正しいものを選びなさい。

　　①　二元一次方程式　　　　　　　　　　②　連立方程式
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　　ア　解である
[image: image3.wmf]x

，
[image: image4.wmf]y

の値の組はない。
　　イ　解である
[image: image5.wmf]x

，
[image: image6.wmf]y

の値の組は１つだけある。

　　ウ　解である
[image: image7.wmf]x

，
[image: image8.wmf]y

の値の組は２つだけある。

　　エ　解である
[image: image9.wmf]x

，
[image: image10.wmf]y

の値の組は無数にある。

【領域】数と式　　　　　　　　【単元】連立方程式
【趣旨】二元一次方程式と連立方程式の解の意味を理解しているかどうかをみる
【観点】数量や図形などについての知識・理解　
【解答】①　エ　　　　②　イ
２　下の連立方程式について，次の問いに答えなさい。
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＝22　…(2)
　
　① (1)の方程式の解になるものを、下のア～カから選びなさい。

　　
② (2)の方程式の解になるものを、下のア～カから選びなさい。

　　

　③ (1),(2)の連立方程式の解になるものを、下のア～カから選びなさい。
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【領域】数と式　　　　　　　　　【単元】連立方程式
【趣旨】二元一次方程式と連立方程式の解の意味を理解しているかどうかをみる
【観点】数学的な技能、数量や図形などについての知識・理解
【解答】①　ウ、エ　　 ②　ア、エ、オ、カ　　③　エ
３　解が
[image: image29.wmf]x

＝３，
[image: image30.wmf]y

＝－２となるような連立方程式をつくりなさい。

【領域】数と式　　　　　　　　【単元】連立方程式
【趣旨】連立方程式の解の意味を理解し、それを用いて式化できるかどうかをみる
【観点】数学的な見方や考え方、数学的な技能
【解答】（例）　
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４　次の連立方程式で、一方の文字を消去する方法を２通り考え、その２通りの方法がわ

かるように途中の式をかき、解を求めなさい。
[image: image33.wmf]
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【領域】数と式　　　　　　　　【単元】連立方程式
【趣旨】方程式の意味を理解し、連立方程式を様々な方法で解くことができるかどうかみる
【観点】数学的な技能、数量や図形などについての知識・理解
【解答】（例１）(上式)＋(下式)×２　の方法　　（例２）(上式)÷２＋(下式)　の方法

（例３）(上式)×５－(下式)×２　の方法　　など　解は　
[image: image38.wmf]2
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５　下のアの連立方程式の解と同じ解をもつ連立方程式が、イ～エの連立方程式の中にあるかどうかを調べたい。
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Ａさんは、ア～エの連立方程式を全部解いて、アの連立方程式の解と同じかどうかを調べました。しかし、時間がかかるのでＡさんにアドバイスするとしたら、どんな方法で求めればいいですか。別の考え方をかきなさい。解は求めなくてよい。
【領域】数と式　　　　　　　　【単元】連立方程式
【趣旨】連立方程式の解の意味を理解し、効率的な解き方を見いだすことができるかどうかみる
【観点】数学的な技能、数量や図形などについての知識・理解
【解答】（例）アを解いて、その解をイ～エに代入して調べる。

６　１個250円のケーキと１個100円のプリンをあわせて、ちょうど2000円になるように買います。ただし、どちらも少なくとも１つは買うものとする。次の問いに答えなさい。
(1)　ケーキとプリンの買い方を個数ですべて答えなさい。

(2)　ケーキとプリンを買った個数をそれぞれ１組だけ求める方程式の問題にするため
には、上記の文にどんな情報を付け加えればよいか。（　　　）に適切なことばを入れ、
ケーキとプリンの買った個数を求める文章題を完成し、その連立方程式を作りなさい。

＜問題＞

１個250円のケーキと１個100円のプリンをあわせて、ちょうど2000円になるように買うとする。

（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

ケーキとプリンをそれぞれ何個買ったかを求めなさい。


〔ケーキを
[image: image49.wmf]x

個、プリンを
[image: image50.wmf]y

個とした連立方程式〕
(3)　(2)で自分が作った連立方程式を解きなさい。

【領域】数と式　　　　　　　　　【単元】連立方程式
【趣旨】二元一次方程式の解の意味を理解して処理すること、連立方程式の性質を理解し、
具体的な場面に表現すること、連立方程式が解くことができるかどうかをみる
【観点】数学的な見方や考え方、数学的な技能
【解答】(1)（ケーキ，プリン）＝（２個，１５個）、（４個，１０個）、（６個，５個）
(2) ケーキとプリンをあわせて（例１）１７個、（例２）１４個、（例３）１１個
買うとする　　　　　　　連立方程式は、略
(3)（ケーキ，プリン）＝（２個，１５個）or（４個，１０個）or（６個，５個）
７　下のような式ができる問題を１つ考え、答えを求めなさい。ただし，何を
[image: image51.wmf]x

，
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とするか必ずかくこと。
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【領域】数と式　　　　　　　　　【単元】連立方程式
【趣旨】連立方程式の性質を理解し、具体的な場面に表現できるかどうかみる
【観点】数学的な見方や考え方
【解答】略　　　（
[image: image57.wmf]x

は～、
[image: image58.wmf]y

は～とする）
８　Aさんは家から1.9㎞離れた駅まで歩いて行きました。はじめは時速3㎞で歩いていましたが，電車に間に合わないので，途中から時速5㎞で歩いたところちょうど30分かかりました。家から時速3㎞で歩いた道のりを求めるとき，次の問いに答えなさい。
(1)  家から時速3㎞で歩いた道のりを
[image: image59.wmf]x

㎞，時速5㎞で歩いた道のりを
[image: image60.wmf]y

㎞として連立
方程式をつくりなさい。

(2)  (1)の方程式を解いて，家から時速3㎞で歩いた道のりを求めなさい。
(3)  家から時速3㎞で歩いた時間を
[image: image61.wmf]x

時間，時速5㎞で歩いた時間を
[image: image62.wmf]y

時間として連立
方程式をつくりなさい。

(4)  (3)の方程式を解いて，家から時速3㎞で歩いた道のりを求めなさい。

【領域】数と式　　　　【単元】連立方程式

【趣旨】連立方程式の意味を理解し，具体的な事象から立式ができるか
【観点】数学的な技能、数量や図形などについての知識・理解 
【解答】　                                
　(1)　
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　　　　(3)　
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より3×0.3＝0.9　　　0.9㎞
９　ある学級で空き缶を集めていました。

　　今週はスチール缶とアルミ缶を合わせて441個集めました。これは，先週に比べて，
スチール缶は15％増え，アルミ缶は10％減りましたが全体では31個増えました。
　　今週集めたスチール缶とアルミ缶の数を求めなさい。
(1)　Ａさんは先週集めたスチール缶の数を
[image: image68.wmf]x

個，アルミ缶の数を
[image: image69.wmf]y

個として連立方程式
をつくりました。Ａさんのつくった連立方程式をつくりなさい。
(2)　Ｂさんは今週集めたスチール缶の数を
[image: image70.wmf]x

個，アルミ缶の数を
[image: image71.wmf]y

個として連立方程式
をつくりました。Ｂさんのつくった連立方程式をつくりなさい。
(3)　Ａさん，Ｂさんの連立方程式のうちどちらかを選んで，答えを求めなさい。
そして，選んだ理由を，その式のよさを含めて述べなさい。

【領域】数と式　　　　【単元】連立方程式

【趣旨】連立方程式の意味を理解し，具体的な事象から立式ができるか
【観点】数学的な技能、数量や図形などについての知識・理解 
【解答】　                                
　(1)　
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　　　　(3)　答え
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　　　　Ａさんを選んだ理由･･･先週を基準にすることで割合を立式しやすい。
　　　　Ｂさんを選んだ理由･･･求めるものが今週なので連立方程式を解くと，
答えがすぐに出る。
10　ある果物店では，りんごとみかんをいくつか組み合わせて売っていました。下にあるひさしくんとまさみさんの会話を読んで，①～④の各問いに答えなさい。
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ひさしくん：Ａ，Ｂ，Ｃを比べると，りんご1個とみかん1個の値段の差は（　ア　）円だね。

まさみさん：どうしてわかるの？

ひさしくん：だって，りんごとみかんを1個ずつ入れ替えていくたびに（　ア　）円

ずつ安くなっているからだよ。

おまけに，Ｃ，Ｄを見比べると，みかん1個の値段がわかるよ。

まさみさん：ええ，それはわかるわよ。（　イ　）円よね。

(1)　ア，イにあてはまる数を答えなさい。

(2)　二人はどうしてみかんの単価を知ることができたのか，説明しなさい。

(3)　りんご1個
[image: image80.wmf]x

円，みかん1個
[image: image81.wmf]y

円をとして，Ａ～Ｅにおける値段の関係式を作りなさい。

(4)　(3)で作った5つの式のうち，2つの式を選んで連立方程式をつくり，それを解いて、二人の仮定が正しいことを確かめなさい。

　　　


【領域】数と式　　　　【単元】連立方程式

【趣旨】連立方程式の意味を理解し，日常の具体的な事象を考察する力を育てる
【観点】数学的な技能、数量や図形などについての知識・理解 
【解答】　                                
　(1)　ア　100　　イ　50

(2)　どちらもりんごの個数が3個で同じなので，代金の差額150円がみかん3
個分に当たるため，1個が50円だとわかる。
(3)　Ａ　
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　　　　(4)（解答例）

　C－Ｄ　より　
[image: image87.wmf]150
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　　　　　　これをCに代入して　
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　　　　　　従って，りんご1個は150円，みかん1個は50円となる。

　　　　　　他のどの式に代入しても，解はそれぞれの方程式を満たす。

　　　　　　また，りんごとみかんの単価の差も100円になることから，仮定は正しか

ったと判断できる。
11　太郎さんが、次のような連立方程式の文章問題をつくりました。

＜問題＞

ある果物店では，りんごを5個と桃を3個の代金の合計は1100円、

りんごを2個と桃を5個の代金の合計は1000円です。
このとき、りんご1個の値段と桃1個の値段を求めなさい。

花子さんにこの問題を解いてもらうと、解が整数にならないことが分かりました。
そこで、2人は相談して、問題を修正することにしました。
次の会話文を読んで、下の各問いに答えなさい。
太郎：りんごの値段が1個100円になるように問題をつくったつもりだったんだけど、

間違ってしまった。

花子：下線部の一部の数値を変えるといいんじゃないかな。

太郎：桃1個の値段はりんご1個の値段より高く，値は整数にしたいんだ。

花子：じゃあ、桃の個数や代金の合計を変えてみよう。

(1)　太郎さんがつくった＜問題＞で、連立方程式をつくりなさい。

(2)　(1)の式から、解が整数にならないことを確かめた上で、この問題の解が整数になら

なければならない理由をかきなさい。

(3)　桃1個の代金は決まりますか。決まる場合はいくらになりますか。

(4)　下線部の代金を変えずに桃の個数だけを変えて、問題を作り直しなさい。

また、そう考えた理由を述べなさい。

(5)　下線部のりんごと桃の個数を変えずに代金だけを変えて、問題を作り直しなさい。

また、そう考えた理由を述べなさい。


【領域】数と式　　　　　　　　　【単元】連立方程式
【趣旨】連立方程式の性質を理解し、問題設定に応じた作問及び吟味ができるか
【観点】数学的な考え方、数学的な技能
【解答】

(1)　 
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(2)　一方の解を求めた上で、その数値が通貨としてそぐわないことを述べる。

　　（解答例）
　　　・
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 となる。
[image: image94.wmf]円

19

2800

では支払いができないので、答えとしては不適。　

(3)　決まります。桃は1個200円。

　　（理由）

太郎さんは、りんごを100円と定めているため、「りんごを5個と桃を3個の代
金の合計は1100円」から、桃は1個200円であることがわかります。

(4)　りんごを2個と桃を4個の代金の合計は1000円です。
　（理由・例）

合計代金を変えない場合、りんごの個数が2個だから、桃の代金は800円となる

（1000－200＝800）。(3)より桃は1個200円だから、桃を4個にすればよい。

(5)　りんごを2個と桃を5個の代金の合計は1200円です。
　　（理由・例）

　りんごと桃の個数を変えない場合、りんごの個数が2個、桃の個数が5個なので、

合計代金を1200円（100×2＋200×5＝1200）とすればよい。

12　
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　の組が、連立方程式　
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　の解となるかどうかを調べる方法として適切なものを、次の①から④の中からすべて選び、記号で答えなさい。

①　
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に代入して等式が成り立つ

ことを確かめる。

②　
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に代入して等式が成り立

つことを確かめる。

③　
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を、連立方程式　
[image: image104.wmf]ï

î

ï

í

ì

=

+

-

=

+

5

2

7

2

y

x

y

x

の両方に代入してどちらの等式も成り

立つことを確かめる。

④　実際に連立方程式を解き、
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になるかどうかを確かめる。


【領域】数と式　　　　　　　　　【単元】連立方程式
【趣旨】連立方程式の解の意味を理解し、解であるかどうかを確かめる（検算）方法を

理解している
【観点】数量や図形などについての知識・理解
【解答】③、④

13　ある日、自宅から15km離れたデパートまで出かけました。そのときの移動時間は、徒歩（時速4km）と電車（時速60km）を合わせて29分でした。次の各問いに答えなさい。ただし、電車の待ち時間は移動時間に含まないものとします。

(1) 歩いた距離と電車に乗った距離を求めるために、歩いた距離を
[image: image106.wmf]x

km、電車に乗った距離を
[image: image107.wmf]y

kmとして、次のような連立方程式を作りました。

それぞれの等式が表していることを、ことばで説明しなさい。
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(2) 歩いた時間と電車に乗った時間を求めるために、歩いた時間を
[image: image109.wmf]a

時間、電車に乗った時間を
[image: image110.wmf]b

時間として、連立方程式を立てなさい。

(3) (1),(2)を解いて、次の　　　にあてはまる数を答えなさい。

歩いた距離は　　　kmで、歩いた時間は　　　分だった。

電車には　　　分乗って、　　　km移動した。

【領域】数と式　　　　　　　　　【単元】連立方程式
【趣旨】連立方程式の立式の意味を理解している
【観点】数学的な技能、数量や図形などについての知識・理解
【解答】

(1)　　　　　　　　→　歩いた距離と電車に乗った距離の合計が15ｋｍである。

→　歩いた時間と電車に乗った時間の合計が29分である。
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(2)　
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(3)　歩いた距離は　1　kmで、歩いた時間は　15　分だった。

電車には　14　分乗って、　14　km移動した。

14　家から1600m離れた駅に行くのに，家から途中の公園までは分速50m，公園から駅までは分速60mで歩き，全体で30分かかりました。これについて，次の各問いに答えなさい。
(1) Aさんは，次のような方程式をたてました。
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①　x，yはそれぞれ何を表していますか。
②　　ア　　にあてはまる数を答えなさい。
③　この方程式を解き，x，yで表されているものを求めなさい。
(2) Ｂさんは，次のような方程式をたてました。
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①　x，yはそれぞれ何を表していますか。
②　　イ　，　ウ　　にあてはまる数を答えなさい。
③　この方程式を解き，x，yで表されているものを求めなさい。

【領域】数と式　　　　　　　　【単元】連立方程式
【趣旨】具体的な事象を表した方程式から式の意味をよみとることができるか，求められるものを見いだすことができるかどうかをみる
【観点】数学的な見方や考え方、数学的な技能
【解答】(1)　①　x：家から公園までの道のり  　y：公園から駅までの道のり
②　ア　1600
③　家から公園までの道のり　1000m，
公園から駅までの道のり　 600m
(2)　①　x：分速50mで歩いた時間   　y：分速60mで歩いた時間
②　イ　30　　ウ　1600
③　分速50mで歩いた時間　20分，
分速60mで歩いた時間　10分
15　ある中学校の昨年の生徒数は，男女合わせて440人でした。今年は昨年と比べ，男子が5％減り，女子が12％増えたために，全体では12人増えました。昨年の男子の人数をx人，女子の人数をy人として，次の各問いに答えなさい。
(1)　Aさんは次のような方程式をつくりました。これは，何の関係からつくっていますか。
x＋y＝440
(2)　Bさんは次のような方程式をつくりました。これは，何の関係からつくっていますか。
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(3)　Cさんは次のような方程式をつくりました。これは，何の関係からつくっていますか。
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(4)　上の(1)～(3)の方程式のいずれか2つを連立方程式として解き，昨年の男子と女子の
人数をそれぞれ求めなさい。
(5)　今年の男子と女子の人数をそれぞれ求めなさい。

【領域】数と式　　　　　　　　【単元】連立方程式
【趣旨】具体的な事象を表した方程式から式の意味をよみとることができるか，求められるものを見いだすことができるかどうかをみる
【観点】数学的な見方や考え方、数学的な技能
【解答】
(1)　昨年の生徒数
(2)　昨年から今年への増減
(3)　今年の生徒数
(4)　男子　240人，女子　200人
(5)　男子　228人，女子　224人
16　1個180円のケーキと1個120円のプリンを合わせて9個買い、代金の合計を1500円にしたい。これについて、次の各問いに答えなさい。
(1)　ケーキをx個買うとして、一次方程式をつくりなさい。
(2)　プリンをy個買うとして、一次方程式をつくりなさい。
(3)　ケーキをx個，プリンをy個買うとして、連立方程式をつくりなさい。
(4)　(3)の連立方程式をどのような方法で解くと，(1)や(2)の一次方程式ができますか。
(5)　(3)の連立方程式を，yの係数を2にそろえて解きなさい。
なお，途中の計算もかきなさい。
(6)　ケーキとプリンのそれぞれの個数を求めなさい。

【領域】数と式　　　　　　　　【単元】連立方程式
【趣旨】具体的な事象を一元一次方程式と連立方程式で式化し，様々な方法で解くことができるかどうかをみる
【観点】数学的な見方や考え方、数学的な技能 
【解答】
(1)　180x＋120(9－x )＝1500
(2)　180(9－y )＋120 y＝1500
(3)　  x＋y＝9 ･･･････････････ ①
180x＋120y＝1500 ･･････ ②
(4)　(3)を代入法でyを消去すると(1)が、xを消去すると(2)ができる。
(5)  x＝7, y＝2
①×2　　　     2x＋2y＝18
      ②×
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－x     ＝－7
x＝7
(6)　ケーキ　7個，プリン　2個
17　1個50円のみかんと1個80円のりんごを合わせて何個か買い、代金の合計を580円にしたい。これについて、次の各問いに答えなさい。

(1)　みかんをx個、りんごをy個買うとして、方程式をつくりなさい。
(2)　(1)の方程式を成り立たせるx，yの値の組をすべて求めなさい。
(3)　買い方が1通りとなるように、2つの個数の関係を表す条件を一つ付け加えなさい。
(4)　(3)の関係を式で表しなさい。
(5)　 みかんとりんごのそれぞれの個数を求めなさい。

【領域】数と式　　　　　　　　【単元】連立方程式
【趣旨】二元一次方程式・連立方程式とその解の意味を理解しているかどうかをみる
【観点】数学的な見方や考え方、数量や図形などについての知識・理解
【解答】
(1)　50x＋80y＝580

　
(2)　　 x＝2　　　　x＝10

y＝6　　　　y＝1
　
(3)　合わせて8個買う，合わせて11個買う，りんごを多く買う　など
　(4)　 x＋y＝8　　　 ，x＋y＝11　　　　，x ＜ y　など
(5)　　 みかん　2個   　あるいは　 　みかん　10個
りんご　6個    　            りんご　1個
【中学校数学・単元別問題】
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